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さいころの目の和の条件（最難関） 

 

 大きさの等しいさいころを同時にいくつか振って，出た目の和を求めます。たとえば，３個のさいころを

振って出た目が１，４，４のときに，それらの２つずつの和を求めると， 

１＋４＝５，４＋４＝８になります。 

 

 

 

 

 

（１）３個のさいころをふったところ，どの２つの目の和も，４の倍数ではありませんでした。このような

目の組み合わせは，何通りありますか。 

 

（２）１０個のさいころをふったところ，どの２つの目の和も，４の倍数ではありませんでした。このよう

な目の組み合わせは，何通りありますか。 

 

（３）１０個のさいころをふったところ，どの３つの目の和も，４の倍数ではありませんでした。このよう

な目の組み合わせは，何通りありますか。 
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さいころの目の和の条件（最難関）（１）２３通り （２）６５通り （３）１４６通り 

 

（１）１～６の目を４で割ったときの余り（剰余
じょうよ

）によって分類すると，Ａ～Ｄの４つの組になります。 

    Ａ（余り１）…１，５ 

    Ｂ（余り２）…２，６ 

    Ｃ（余り３）…３ 

    Ｄ（余り０）…４ 

   ２つの目の和が４の倍数になるのは，Ａ＋Ｃ，Ｂ＋Ｂ，Ｄ＋Ｄの場合ですから，これらを含まないよ

うな目の組み合わせを考えます。つまり，ＡとＣの組を含まず，ＢとＤは１つずつまでしか含まないよ

うな組み合わせです。 

 

   まず，Ａ組の目を含む組み合わせは，図①のようになりま

す。 

Ａ-Ａ-Ａの場合，１か５が３回現れるので，１が現れる回 

数が０～３であることから，４通りです。 

Ａ-Ａ-Ｂの場合，Ａについては１が現れる回数が０～２であ

ることから３通り，Ｂは２か６なので２通りですから， 

３×２＝６（通り）です。 

Ａ-Ａ-Ｄの場合，Ａについては３通り，Ｄは４で１通りですから，３×１＝３（通り）です。 

Ａ-Ｂ-Ｄの場合，Ａは１か５で２通り，Ｂは２通り，Ｄは１通りなので，２×２×１＝４（通り）です。 

  合わせて，４×２＋６＋３＝１７（通り）です。 

 

   次に，Ｂ組の目を含む組み合わせは，図②のようになります。 

Ｂ-Ｃ-Ｃの場合，Ｂについては２通り，Ｃは３のみなので１通 

りですから，２×１＝２（通り）です。 

Ｂ-Ｃ-Ｄの場合も同様に２通りです。 

合わせて，２×２＝４（通り）です。 

 

   残りの目の組み合わせは，図③のようになります。 

Ｃ-Ｃ-Ｃの場合，すべての目が３ですから１通り， 

Ｃ-Ｃ-Ｄの場合も同様に１通りです。 

合わせて，１×２＝２（通り）です。 
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   以上の和を求めて，１７＋４＋２＝２３（通り）です。 

 

（２）（１）の図①を参考にすると，Ａを含む組み合わせの場合，ＢもＤも２個以上含むことはできないの

で，図④のようにＡばかりを含むことになります。 

Ａ…Ａ-Ａ-Ａの場合 

１か５が１０回現れるので，１が現れる回数が０～１０であることから，１１通りです。 

Ａ…Ａ-Ａ-Ｂの場合 

   Ａは１０通り，Ｂは２通りですから，１０×２＝２０（通り）です。 

Ａ…Ａ-Ａ-Ｄの場合 

   Ａは１０通り，Ｄは１通りですから，１０×１＝１０（通り）です。 

Ａ…Ａ-Ｂ-Ｄの場合 

   Ａは９通り，Ｂは２通り，Ｄは１通りですから，９×２×１＝１８（通り）です。 

  合わせて，１１＋２０＋１０＋１８＝５９（通り）です。 

 

 

 

 

 

 

 

残りの組み合わせの場合，図⑤，⑥のようにＣばかりを含むことになります 

Ｂ-Ｃ…Ｃ-Ｃの場合 

Ｂは２通り，Ｃは１通りですから，２×１＝２（通り）です。 

Ｂ-Ｃ…Ｃ-Ｄの場合 

Ｂは２通り，Ｃ，Ｄは１通りですから，２×１×１＝２（通り）です。 

Ｃ…Ｃ-Ｃの場合 

１通りです。 

Ｃ…Ｃ-Ｄの場合 

Ｃ，Ｄは１通りですから，１×１＝１（通り）です。 

 

   図⑤                    図⑥ 

 

 

 

以上より，５９＋４＋２＝６５（通り）です。  
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（３）改めてＡ～Ｄの４つの組を考えます。 

    Ａ（余り１）…１，５ 

    Ｂ（余り２）…２，６ 

    Ｃ（余り３）…３ 

    Ｄ（余り０）…４ 

   ３つの目の和が４の倍数になるのは，Ａ＋Ａ＋Ｂ，Ａ＋Ｃ＋Ｄ，Ｂ＋Ｂ＋Ｄ，Ｂ＋Ｃ＋Ｃ， 

Ｄ＋Ｄ＋Ｄの場合ですから，これらを含まないような１０個の目の組み合わせを考えます。つまり， 

① ＡとＢを含むときはＡは１つまで， 

② ＡとＣとＤは含まない， 

③ ＢとＤを含むときはＢは１つまで， 

④ ＢとＣを含むときはＣは１つまで， 

⑤ Ｄは２つまでしか含まない， 

という５つの条件を満たす組み合わせです。 

 

 Ａのみの場合 

１か５が１０回現れるので，１が現れる回数が０～１０であることから，１１通りです。 

 ＡとＢを含む場合 

Ａ＋Ａ＋Ｂは４の倍数になるので，Ａが１個，Ｂが９個です。Ａが２通り，Ｂが１０通りなので， 

２×１０＝２０（通り）です。 

 ＡとＣを含む場合 

ＡやＣを３個どのように組み合わせても４の倍数にはなりません。Ａが１個でＣが９個のときは，Ａ

が２通りでＣは１通りなので，２×１＝２（通り）です。同様にして，Ａが２個でＣが８個のときは，

Ａが３通りでＣは１通りなので，３×１＝３（通り），Ａが３個でＣが７個のときは４通り，…，Ａが

９個でＣが１個のときは１０通りなので，２＋３＋４＋…＋１０＝５４（通り）です。 

 ＡとＤを含む場合 

Ｄ＋Ｄ＋Ｄは４の倍数になるので，Ａが８個でＤが２個か，Ａが９個でＤが１個の場合を考えます。

Ａが８個でＤが２個のときは，Ａが９通りでＤは１通りなので，９×１＝９（通り），Ａが９個でＤが

１個のときは，１０×１＝１０（通り）なので，９＋１０＝１９（通り）です。 

 Ａ，Ｂ，Ｃを含む場合 

Ａ＋Ａ＋ＢとＢ＋Ｃ＋Ｃは４の倍数になるので，Ａが１個，Ｂが８個，Ｃが１個です。Ａが２通りで

Ｂは９通り，Ｃは１通りなので，２×９×１＝１８（通り）です。 
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 Ａ，Ｂ，Ｄを含む場合 

Ａ＋Ａ＋Ｂ，Ｂ＋Ｂ＋Ｄ，Ｄ＋Ｄ＋Ｄは４の倍数になるので，ＡとＢは１個，Ｄが２個以下でなけれ

ばならないことから，条件を満たす組み合わせはありません。 

 Ａ，Ｃ，Ｄを含む場合と，Ａ，Ｂ，Ｃ，Ｄを含む場合 

Ａ＋Ｃ＋Ｄが４の倍数になるので，条件を満たす組み合わせはありません。 

 Ｂのみの場合 

２か６が１０回現れるので，２が現れる回数が０～１０であることから，１１通りです。 

 ＢとＣを含む場合 

Ｂ＋Ｃ＋Ｃは４の倍数になるので，Ｂが９個，Ｃが１個です。Ｂが１０通り，Ｃが１通りなので， 

１０×１＝１０（通り）です。 

 ＢとＤを含む場合と，Ｂ，Ｃ，Ｄを含む場合 

Ｂ＋Ｂ＋Ｄ，Ｂ＋Ｃ＋Ｃ，Ｄ＋Ｄ＋Ｄは４の倍数になるので，ＢとＣは１個，Ｄが２個以下でなけれ

ばならないことから，条件を満たす組み合わせはありません。 

 Ｃのみの場合 

３が１０回現れるので，１通りです。 

 ＣとＤを含む場合 

Ｄ＋Ｄ＋Ｄは４の倍数になるので，Ｃが８個でＤが２個か，Ｃが９個でＤが１個の場合を考えます。

Ｃが８個でＤが２個のときは，Ｃが１通りでＤは１通りなので，１×１＝１（通り），Ｃが９個でＤが

１個のときも，１×１＝１（通り）なので，１＋１＝２（通り）です。 

 Ｄのみを含む場合 

Ｄ＋Ｄ＋Ｄは４の倍数になるので，Ｄが２個以下でなければならないことから，条件を満たす組み合

わせはありません。 

 

以上より，１１＋２０＋５４＋１９＋１８＋１１＋１０＋１＋２＝１４６（通り）です。 
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